
普
通
徴
収
が
２
７
８
万
３
３
２
０
円

（
48
人
）
で
、
滞
納
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
料
の
収
納
額
に
つ
い
て
は
、

特
別
徴
収
が
５
９
５
３
万
８
０
０
円

（
１
０
３
０
人
）
、普
通
徴
収
が
２
７

４
万
８
６
０
０
円
（
73
人
）
、
滞
納

額
が
17
万
９
０
０
０
円
（
８
人
）
で

す
。
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
額
に

つ
い
て
は
、
特
別
徴
収
１
０
０
４
万

３
２
０
０
円
（
94
人
）
、
普
通
徴
収

７
４
４
３
万
１
４
０
０
円
（
５
３
２

人
）
、
滞
納
額
は
１
２
５
万
２
９
０

０
円
（
14
人
）
で
す
。

　

滞
納
者
へ
の
対
応
や
処
置
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
不
納
欠
損
処
分
の
手
続
き
や

方
法
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁　

滞
納
者
へ
は
、
文
書
や
電
話
、

臨
宅
に
よ
る
納
付
交
渉
（
分
納
誓

約
）
、資
産
調
査
（
預
貯
金
・
給
与
）

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
滞
納

者
と
の
面
会
の
機
会
を
増
や
す
こ
と

に
よ
り
、
保
険
税
の
納
付
の
促
進
を

図
る
た
め
、
短
期
被
保
険
者
証
の
交

付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

不
納
欠
損
処
分
は
、
東
秩
父
村
会

計
規
則
第
27
条
に
よ
り
「
欠
損
処
分

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
欠
損
処

分
の
理
由
及
び
そ
の
調
査
の
結
果
を

記
載
し
た
欠
損
処
分
調
書
を
添
付
し

た
欠
損
処
分
伺
い
に
よ
り
村
長
の
決

裁
を
受
け
る
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
が
確
保
さ
れ
な

い
場
合
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
財
政

状
況
か
ら
、
特
別
会
計
へ
ど
の
程
度

の
繰
入
が
可
能
限
度
額
と
考
え
て
い

ま
す
か
。

答
弁　

ど
の
程
度
ま
で
繰
入
可
能
か

に
つ
い
て
は
、
一
概
に
判
断
で
き
ま

せ
ん
が
、
埼
玉
県
内
の
平
均
額
等
か

ら
一
人
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
前

後
ま
で
は
止
む
を
得
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
の

手
だ
て
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

答
弁　

国
保
税
や
介
護
保
険
料
の
上

昇
を
抑
え
る
に
は
、
医
療
費
や
介
護

費
用
の
増
加
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
住
民
が
健
康

で
あ
れ
ば
、
医
療
費
や
介
護
に
か
か

る
費
用
は
抑
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
の

で
、
住
民
の
健
康
維
持
や
介
護
予
防

に
関
す
る
事
業
の
充
実
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
現
在
、

保
健
セ
ン
タ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
運
動
教
室
や
各
種
介

護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
医
療
費
抑
制
、
保
険
税

等
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
一
元
化
構
想
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

答
弁　

広
域
化
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、

市
町
村
の
枠
を
超
え
て
県
内
の
被
保

険
者
が
医
療
費
を
負
担
し
合
う
こ
と

に
な
り
、
県
内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
「
同
じ
所
得
な
ら
保
険
税
は
同
じ

額
」
と
な
る
た
め
の
保
険
税
算
定
方

式
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
課
題

も
出
て
き
ま
す
が
、
広
域
化
で
保
険

者
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
安

定
し
た
事
業
運
営
が
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
す
の
で
、
東
秩
父
村
と
し
て

も
広
域
化
の
実
現
を
望
み
ま
す
。

　
質
問　

東
西
小
学
校
統
合
後
の
通
学

費
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

（
内
容
）
西
地
区
の
児
童
は
通
学
距

離
が
変
わ
る
た
め
、
生
活
が
一
変
し
、

東
地
区
の
児
童
と
の
体
力
的
な
負
担

に
大
き
な
差
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
こ

と
も
考
慮
し
、
経
済
的
な
負
担
を
か

け
な
い
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
村
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　

現
段
階
で
具
体
的
に
決
定
し

て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
基

本
的
に
は
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を

中
心
に
、
時
間
や
費
用
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
検
討

課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

東
秩
父
村
の
各
公
共
施
設
の

契
約
電
力
は
適
正
で
す
か
。
平
成
22

年
度
の
各
施
設
の
契
約
電
力
、
年
間

最
大
電
力
量
（
月
）
、
最
大
値
の
電

気
料
金
（
月
）
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁　

公
共
施
設
の
電
力
契
約
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
規
模
や
利
用
目
的

に
よ
っ
て
契
約
形
態
が
異
な
っ
て
い

ま
す
。
高
圧
電
力
に
よ
る
実
量
制
の

契
約
に
よ
る
も
の
が
、
役
場
庁
舎
、

東
西
小
学
校
、
中
学
校
お
よ
び
保
健

セ
ン
タ
ー
で
す
。
生
き
が
い
セ
ン
タ

ー
と
東
秩
父
村
ふ
る
さ
と
館
（
旧
大

内
沢
分
校
）
は
低
圧
電
力
と
従
量
電

灯
Ｃ
の
２
種
類
の
契
約
を
行
っ
て
お

り
、
旧
白
石
分
校
に
お
い
て
は
従
量

電
灯
Ｃ
の
契
約
の
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
平
成
22
年
度
の
各
公
共
施
設

の
契
約
電
力
等
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

栗
島 

正
道
議
員

質
問　

村
道
１
号
線
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

（
内
容
）
東
小
学
校
と
和
紙
の
里
、

深
沢
の
交
差
点
ま
で
の
間
に
歩
道
が

な
く
、
大
変
危
険
で
す
。
歩
行
者
の

安
全
と
い
う
観
点
か
ら
、
村
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

答
弁　

こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
、

平
成
21
年
12
月
15
日
の
議
会
で
、
歩

道
を
造
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
造
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
答
弁
し
て

お
り
ま
す
。
自
転
車
歩
行
者
道
を
整

備
す
る
場
合
は
、
あ
る
程
度
の
幅
員

が
必
要
と
な
り
、
こ
の
区
間
に
は
東

京
電
力
の
鉄
塔
が
道
路
の
左
右
に
あ

り
、
そ
れ
を
回
避
す
る
こ
と
に
な
る

と
、
村
道
を
横
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
、
か
え
っ
て
危
険
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
鉄
塔
の
合
い
向
か
い

に
は
一
般
の
人
家
や
村
営
住
宅
も
建

設
さ
れ
て
お
り
、
実
施
は
困
難
な
路

線
状
況
で
す
。

質
問　

村
道
１
号
線
の
防
犯
灯
切
替

え
に
よ
る
節
電
効
果
に
つ
い
て

（
内
容
）
今
後
、
村
内
の
防
犯
灯
を

順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
て
い
く
の
か
、

ま
た
、
村
道
１
号
線
で
現
在
ど
の
程

度
の
節
電
効
果
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁　

今
後
は
、
現
行
の
器
具
が
故

障
し
た
場
合
、
ま
た
、
新
規
設
置
な

ど
の
要
望
や
必
要
性
を
考
慮
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の

切
替
え
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

節
電
効
果
に
つ
い
て
は
、
単
純
計
算

で
、
更
新
前
が
１
３
２
０
Ｗ
、
更
新

後
が
４
７
６
Ｗ
で
す
の
で
、
８
４
４

Ｗ
の
節
電
と
な
り
、
節
電
率
は
64
％

に
な
り
ま
す
。

福
島 

重
次
議
員

質
問　

中
学
校
の
武
道
教
育
に
つ
い

て（
内
容
）
平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校

で
武
道
教
育
が
必
修
と
な
り
ま
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
日
本
の
大

切
な
礼
儀
・
し
つ
け
等
の
文
化
が
充

分
に
伝
わ
っ
て
な
い
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
た
め
、
こ
の
教
育
を
充
実
し
、

心
身
と
も
に
成
長
さ
れ
る
教
育
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　

武
道
教
育
の
東
秩
父
村
教
育
委
員

会
の
指
針
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁　

教
育
委
員
会
の
指
針
と
し
て

は
、
伝
統
文
化
教
育
は
重
要
な
課
題

と
と
ら
え
、
か
な
り
以
前
か
ら
本
村


